
（神奈川県 地域の高齢者居場所づくり等継続支援事業）

高齢の方の活動場所・居場所、ケアラー支援の場所に

各種アドバイザーの派遣や出前講座などで活動を支援します！

新型コロナウイルスの感染拡大により、高齢の方が日常的に集まり、運動や趣味などを
通じて健康維持や未病改善を図る居場所や、ケアラーが集う場などでの活動が制限され
ています。更に、物価高騰の影響により運営者の負担が増加していることを受け、この度
神奈川県では、継続支援のため各種アドバイザーの派遣や出前講座を実施します。
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スマホ教室
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対
象

令和4年8月～令和５年１月

※100団体（先着順）

長寿社会開発課 居場所づくり支援窓口

電話 ０４５－６８１ー８４３５ （平日9:00～17:00）

メール ibasho@kanafuku.jp

ホームページ https://www.kanafuku.jp/services/koreifukushi/ibasho.html

～当事業は、神奈川県より公益社団法人かながわ福祉サービス振興会が受託しております～

アドバイザー派遣・出前講座のご案内

パソコン支援

活動のお手伝い

令和４年９月～令和５年２月

募集期間

派遣期間

神奈川県福祉子どもみらい局福祉部高齢福祉課 高齢福祉グループ（電話 045-210-484６）

問合せ先

担当課



コロナ禍で集まる機会が減ってしまったな。スマホやパソコンを使って、つながる
機会が作れるっていうけど難しそうで手がでない・・・
集まりのチラシや報告資料、管理会計もパソコンでできるといいのに・・・

活動がマンネリ化して、参加者も固定してきているような気がするわ。
参加が促されるような新しい活動もしてみたいけれど・・・

大勢で集まれる場所が見つからないな。定期的な集まりを支援し
てくれるような団体ってないのかな。

各種アドバイザーの派遣や出前講座等の内容や日程はご希望を
もとに調整いたします。まず「居場所づくり支援窓口」までお気軽
にお問合せください。

「神奈川県高齢者居場所づくり等継続支援事業協力金（12万円）」の支給オン
ライン申請のためのサポートも可能です。是非ご相談ください。

スマホを使って仲間とメールやLINEで連絡したり写真を
送りあったり、TV電話で離れた場所でもつながることもでき
ます。
スマホ教室やパソコン教室として、講師や学生ボランティア
を派遣します。学びの機会として是非利用してみませんか。

コロナ禍における外出自粛による筋力低下やストレス解消
に、体操教室やストレッチ、笑いヨガはいかがでしょうか。他
にも口腔体操やアロマテラピー、レクリエーションなど、活動
の活性化につながる出前講座の開催も可能です。
また、介護に関する情報交換や助言、メンタルヘルスマネジ
メントなど、介護専門職がケアラーをサポートします。

※スマートフォンやパソコン等の営業販売等はありません。

支援を望むドラッグストアなどの企業や商業施設とのコ
ラボレーションができるようお手伝いします。例えば店舗
の空きスペースを活用するなど、充実した活動が継続で
きるよう、アドバイザーを派遣します。
また、効果的な広報や活動に関するアドバイザーの派遣
をすることもできます。

＜派遣例＞ ※一例ですので、まずはご相談・お問合せください。

電話：０４５－６８１ー８４３５ メール：ibasho@kanafuku.jp


